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(57)【要約】
【課題】基本的に小サイズの構成部品からなり、要求さ
れる空調能力に対応して小サイズの構成部品を複数、上
下方向に積み重ねて大空調能力となすことができる空気
調和機の室外機を提供する。
【解決手段】室外熱交換器と、送風機を含む送風機組立
てと、これら室外熱交換器および送風機組立てを収容す
る筐体とを備えてなり、これら室外熱交換器、送風機組
立ておよび筐体は、他の室外熱交換器、送風機組立てお
よび筐体と、互いに上下方向に積み重ね可能に構成され
る。
【選択図】　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外熱交換器と、送風機を含む送風機組立てと、これら室外熱交換器および送風機組立
てを収容する筐体とを備えてなり、
　これら室外熱交換器、送風機組立ておよび筐体は、他の室外熱交換器、送風機組立てお
よび筐体と、互いに上下方向に積み重ね可能に構成される
ことを特徴とする空気調和機の室外機。
【請求項２】
　前記室外熱交換器、送風機組立ておよび筐体は、他の室外熱交換器、送風機組立ておよ
び筐体との上下方向の合せ目を全て同一高さに設定した
ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外機。
【請求項３】
　前記室外熱交換器、送風機組立ておよび筐体は、全て、上下方向で同一形状に設定した
ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外機。
【請求項４】
　前記室外熱交換器、送風機組立ておよび筐体は、上下方向に積み重ねられる他の室外熱
交換器、送風機組立ておよび筐体と連結可能な接続部を備えた
ことを特徴とする請求項３記載の空気調和機の室外機。
【請求項５】
　前記接続部を介して室外熱交換器、送風機組立ておよび筐体等からなる構成部品が互い
に多段に積み重ねられた空気調和機の室外機であり、
　前記室外熱交換器に連通する配管および圧縮機と、前記送風機と前記圧縮機等を電気的
に制御する制御部品を収容する電気部品箱を、少なくとも下から２段目以内のスペースに
備えた
ことを特徴とする請求項４記載の空気調和機の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施態様は、要求される空調能力に応じて複数組立てられる空気調和機の室外
機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　室内機と室外機とからなる空気調和機において、被空調スペースの広さに応じて室内機
の数が異なり、それとともに室外機は空調能力が異なるよう対応しなければならない。す
なわち、室外機は要求される最大空調能力の大きさによって、構成部品のサイズが異なっ
てくる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１３３９８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このように室外機は、要求される最大空調能力の大きさによって構成部品である熱交換
器、送風機および筐体等のサイズが異なる。したがって、その都度、それぞれ要求される
サイズに適応する型投資をなす必要があった。
【０００５】
　特に、大能力の室外機を開発する場合は、金型サイズも大型化し、高額な型投資を余儀
なくされる。このような大型室外機についての需要は極く少なく、投資資金を回収するた
めに価格が高騰する傾向がある。
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【０００６】
　このような事情から、基本的に小サイズの構成部品からなり、要求される空調能力に対
応して小サイズの構成部品を複数、上下方向に積み重ねて大空調能力となすことができる
空気調和機の室外機が望まれていた。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本実施形態では、室外熱交換器と、送風機を含む送風機組立てと、これら室外熱交換器
および送風機組立てを収容する筐体とを備えてなり、これら室外熱交換器、送風機組立て
および筐体は、他の室外熱交換器、送風機組立ておよび筐体と、互いに上下方向に積み重
ね可能に構成されることを特徴とする空気調和機の室外機である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態に係る、単段型室外機の分解した主要構成部品の斜視図と、それら主
要構成部品を組立てたうえで底板と天板を組合せる単段型室外機の斜視図。
【図２】同実施形態に係る、組立てられた単段型室外機の斜視図と、背面図および、左側
面図。
【図３】同実施形態に係る、主要構成部品を組立てたうえで底板と天板を組合せる２段段
型室外機の斜視図。
【図４】同実施形態に係る、組立てられた２段型室外機の斜視図。
【図５】同実施形態に係る、主要構成部品を組立てたうえで底板と天板を組合せる３段段
型室外機の斜視図。
【図６】同実施形態に係る、組立てられた３段型室外機の斜視図。
【図７】本実施形態に係る、３段型室外機に用いられる送風機支持枠の斜視図と、側面図
。
【図８】同実施形態に係る、３段型室外機の製作途中の工程を説明する斜視図。
【図９】同実施形態に係る、さらに３段型室外機の製作途中の工程を説明する斜視図。
【図１０】同実施形態に係る、さらに３段型室外機の製作途中の工程を説明する斜視図。
【図１１】同実施形態に係る、３段型室外機に用いられる側面後板の斜視図と、上下の側
面後板の連結構造を説明する図。
【図１２】同実施形態に係る、各種の室外機のラインアップ構成図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本実施形態を図面にもとづいて説明する。　
　以下に詳述する空気調和機の室外機は、要求される最大空調能力に応じて選択して提供
される、「単段型室外機」と、「２段型室外機」および、「３段型室外機」である。特に
、「３段型室外機」の全高寸法は約１８００ｍｍであって、貨物運搬用エレベータ内に収
納できるほぼ最大限の大きさである。
【００１０】
　「４段型室外機」と、それ以上の大きさの室外機は、理論上、製作が可能ではあるが、
運搬および配置に支障をきたす虞れがあり、例えばマンション等の各階に設置する室外機
としては現実的ではないので、ここでは説明を省略する。
【００１１】
　はじめに、要求される最大空調能力が、２馬力（２ｈｐ）程度までの小能力の空気調和
機に適用される、単段型室外機１Ｍについて説明する。　
　図１（Ａ）は、単段型室外機１Ｍの主要構成部品を分解して示す斜視図。図１（Ｂ）は
、主要構成部品組立て体Ｓと底板１０および天板１１を分解した単段型室外機１Ｍの斜視
図。図２（Ａ）は、組立てられた単段型室外機１Ｍの外観斜視図。図２（Ｂ）は、単段型
室外機１Ｍの背面図。図２（Ｃ）は、単段型室外機１Ｍの左側面図である。
【００１２】
　小能力の単段型室外機１Ｍは、１個の熱交換器２と、１個の送風機組立て３と、１個の
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筐体４とから構成される。　
　図１（Ａ）に示すように、熱交換器２は、平面視で略Ｌ字状に形成されるフィン・チュ
ーブタイプのものである。この一側部に沿って熱交換パイプのＵベンドが突出し、他側部
に沿ってＵベンド、分配管および集合管５が設けられる。集合管５は、別途、図示しない
配管を介して圧縮機、膨張弁等の冷凍サイクル構成部品と接続される。
【００１３】
　送風機組立て３は、ファンモータ６およびファンモータ６の回転軸に取付けられるファ
ン７とで構成される送風機８と、この送風機８を支持する送風機支持枠９とからなる。　
　送風機支持枠９は、上下方向に長い枠体であって、略中央部にファンモータ６が支持さ
れる。送風機支持枠９の下端は略Ｌ字状に折曲された底板取付け部９ａが設けられ、上端
には前方に折曲された前面板取付け部９ｂと、背面側に折曲された熱交換器支持部９ｃが
設けられる。
【００１４】
　筐体４は、底部を形成する底板１０と、天井部を形成する天板１１と、これら底板１０
と天板１１との間にある側面部１２と、筐体４内部を熱交換室３０と機械室３１に仕切る
仕切り板１３とからなる。熱交換室３０には、室外熱交換器２および送風機組立て３が収
容され、機械室３１には、圧縮機、配管類が収容される。
【００１５】
　底板１０は、平面視で矩形状をなすとともに、この周縁に沿って折返し部１０ａが設け
られる。底板１０の下面には、２個の支持脚１０ｂが筐体４の幅方向に平行に取付けられ
、底板１０の四隅から取付け部１０ｃが突出している。この取付け部１０ｃに据付場所に
予め設けられる、例えばアンカーボルト等の固定具を挿入し、ナット等を介して単段型室
外機１Ｍを据付場所に固定することができる。
【００１６】
　さらに、底板１０には、室外熱交換器２を位置決めするための突部ｃと、送風機支持枠
９を位置決めするための突部ｃと、仕切り板１３を位置決めするための突部ｃと、室外熱
交換器２に配管を介して連通する圧縮機を位置決めするための突部ｃ等が、一体に設けら
れる。これら突部ｃの突出高さは、全て同一である。
【００１７】
　天板１１は、平面視で底板１０と同一の矩形状をなし、平面部に剛性保持用の突部が設
けられる。この周縁に沿って折り返し部１１ａが設けられるとともに、側面部に取付け具
を挿通し取付け固定するための掛合凹部ｆが設けられる。
【００１８】
　側面部１２は、筐体４前面を形成する前面板１５と、筐体４前面および右側面一部を形
成する側面前板１６と、筐体４右側面一部と背面一部を形成する側面後板１７と、筐体４
背面一部と左側部を形成するフィンガード１８と、筐体４左側面と背面部の角部を形成す
る支柱１９で構成される。
【００１９】
　前面板１５と、側面前板１６と、側面後板１７のそれぞれが対向する側辺部には、互い
に連結するための接続部ｄを備え、これらの上端部には天板１１が嵌合される接続部ｅが
設けられる。側面部１２の下端部には、底板１０に嵌め込まれた状態で取付け具を挿通し
固定するための掛合凹部ｆが設けられる。
【００２０】
　前面板１５は、筐体４として組立てられた状態で送風機ファン７の前面に対向する位置
にベルマウス１５ａが一体に設けられる。このベルマウス１５ａを覆うように、上端縁と
左右両測縁が直状で、下端縁は円形状をなすファンガード２０が着脱自在に取付けられる
。
【００２１】
　実際に、単段型室外機１Ｍを据付場所に固定する際に、支持脚１０ｂの取付け部１０ｃ
にアンカーボルト等の固定具を挿入し、ナット等を締結するにあたって、ファンガード２
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０が半円状をなしているので、据付作業時にファンガード２０が邪魔になることはない。
【００２２】
　フィンガード１８は、針金状のものを縦横複数本、組合せてなり、筐体４として組立て
た状態で室外熱交換器２に対向する位置にある。フィンガード１８は、支柱１９を介して
一側部は前面板１５に取付けられ、他側部は側面後板１７に取付けられる。　
　仕切り板１３には、前面に沿って前側折り返し部１３ａが設けられ、背面に沿って後側
折り返し部１３ｂが設けられ、下端部に沿って下端接続部１３ｃが設けられ、上端部に沿
って上端接続部１３ｅが設けられる。
【００２３】
　このようにして構成される室外熱交換器２と、送風機支持枠９の底板取付け部９ａから
上部の熱交換器支持部９ｃまでの部分および仕切り板１３は、全て同一の高さ寸法に設定
される。したがって、これら室外熱交換器２、送風機支持枠９および仕切り板１３を、筐
体４を構成する底板１０の突部ｃ上に載置したとき、これらの上端の高さ位置は、互いに
同一となる。
【００２４】
　また、底板１０の折り返し部１０ａに、前面板１５と側面前板１６および側面後板１７
からなる側面部１２を嵌め込んで組立てた状態で、底板１０の底部と、以上の側面部１２
の下端縁とが全て一致するように構成される。
【００２５】
　前面板１５、側面前板１６、側面後板１７の上端には接続部ｅが設けられているが、こ
の接続部ｅの高さ寸法と底板１０に設けられる突部ｃの高さ寸法が一致する。そして、接
続部ｅの下端部と、底板１０上にある室外熱交換器２、送風機支持枠９の熱交換器支持部
９ｃ、仕切り板１３のそれぞれ上端の高さ位置が、全て一致するように構成される。
【００２６】
　図１（Ｂ）は、主要構成部品組立て体Ｓに対して底板１０および天板１１を組立てるよ
うな状態を示しているが、実際には以下に述べるようにして組立てられる。　
　先ず、底板１０上に圧縮機を配置し、ねじなどの取付け具を介して取付け固定する。底
板１０に形成される突部ｃ上に、室外熱交換器２と、送風機組立て３の送風機支持枠９を
、順に取付け具を介して取付ける。ここで、送風機支持枠９に設けられる熱交換器支持部
９ｃは、室外熱交換器２の上端一部に掛止する。
【００２７】
　つぎに、圧縮機、室外熱交換器２に接続される分配管や集合管５および、図示しない四
方弁等を冷媒配管介してろう付け加工により接続する。そのあと、仕切り板１３を底板１
０の突部ｃ上に取付け具を介して取付け、後側折り返し部１３ｂを室外熱交換器２の、図
示しない端板に取付け具を介して取付ける。
【００２８】
　さらに、送風機支持枠９にファンモータ６を取付け、ファンモータ６の回転軸にファン
７を取付ける。そのあと、圧縮機やファンモータ６や四方弁等を駆動させる制御基板等を
収容する電気部品箱（図示しない）を機械室３１上部に配置し、この電気部品箱に各種セ
ンサーの信号線および圧縮機やファンモータ６の電源線等の配線を接続する。
【００２９】
　つぎに、底板１０の折り返し部１０ａに、側面部１２を構成する前面板１５の下端部を
、取付け具を介して取付ける。この前面板１５上端一部には送風機支持枠９の前面板取付
け部９ｂを掛止し、取付け具を介して取付ける。　
　前面取付け部９ｂのみ、他の部分よりも凹陥形成されているので、あとで天板１１を取
付けるのに邪魔にならない。仕切り板１３の前側折り返し部１３ｃを前面板１５に取付け
具を介して取付ける。この前面板１５にファンガード２０を取付ける。
【００３０】
　つぎに、側面後板１７の下端部を、底板１０の折り返し部１０ａに取付け、前面板１５
と、側面後板１７上端の接続部ｅに天板１１を嵌め込む。筐体４左側面と背面部の角部に
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、底板１０と天板１１に亘って支柱１９を取付ける。この支柱１９を介してフィンガード
１８を前面板１５と側面後板１７に取付ける。
【００３１】
　最後に、前面板１５と側面後板１７の間に側面前板１６を配置し、対向する側辺部を組
合せるとともに、側面前板１６上端の接続部ｅを天板１１に嵌め込み、側面前板１６の下
端部を底板１０の折り返し部１０ａに取付け具を介して取付ける。　
　以上で、単段型室外機１Ｍが完成する。
【００３２】
　先に説明した寸法設定から、主要構成部品組立て体Ｓの状態で、筐体側面部１２を構成
する前面板１５、側面前板１６、側面後板１７の下端縁の位置が全て一致し、上端の接合
部ｅ下端部と、室外熱交換器２、送風機支持枠９の熱交換器支持部９ｃ、仕切り板１３の
上端縁の高さ位置が全て一致する。
【００３３】
　そして、室外熱交換器２の下端部と、送風機支持枠９の底板取付け部９ａおよび、仕切
り板１３の下端部を支持する底板１０の突部ｃ寸法と、筐体側面部１２を構成する前面板
１５、側面前板１６、側面後板１７の接合部ｅの高さ寸法を互いに一致するよう設けた。
【００３４】
　したがって、図２（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）に示すように、単段型室外機１Ｍが組立てられる
。室外熱交換器２、送風機支持枠９、側面部１２、仕切り板１３等からなる構成部品に天
板１１を被せ取付けた状態で、各構成部品と天板１１との間に隙間の発生する余地がなく
、確実に組立てられる。
【００３５】
　なお、要求される最大空調能力が単段型室外機１Ｍの、たとえば１．５倍～２倍となる
３馬力（３ｈｐ）である空気調和機の室外機の場合もある。このような要求を満たすには
、単段型室外機１Ｍに用いられる圧縮機よりも大能力の圧縮機を用い、構成部品を寸法変
更（上下方向寸法のみを拡大）した「変形単段型室外機」を適用できる。
【００３６】
　この変形単段型室外機においても、先に説明した単段型室外機１Ｍと同じように室外熱
交換器２、送風機支持枠９、側面部１２、仕切り板１３等からなる構成部品を、全て同一
の高さ寸法に設定するという条件は全く変りがない。　
　したがって、これら変形単段型室外機の場合は、構成部品を製作するための金型のサイ
ズを、単段型室外機１Ｍの金型に対して若干の寸法増しで得られることとなり、比較的わ
ずかな投資で展開できる。
【００３７】
　つぎに、要求される最大空調能力が先の単段型室外機１Ｍの２．５倍～３倍となる５馬
力（５ｈｐ）～６馬力（６ｈｐ）である空気調和機の室外機、すなわち２段型室外機２Ｍ
を説明する。　
　図３は、２段型室外機２Ｍを分割して示す斜視図。図４は、組立てられた２段型室外機
２Ｍの外観斜視図である。　
　２段型室外機２Ｍは、２個の熱交換器２と、２個の送風機を含む送風機組立て３と、２
個の筐体４を、互いに上下方向に積み重ねた状態で構成される。なお、筐体４である側面
部１２は２個必要であるが、底板１０および天板１１は１個でよい。
【００３８】
　すなわち、図３に示すように、底板１０上に、先に図１（Ｂ）で説明した主要構成部品
組立て体Ｓを上下方向に２個積み重ね、上端部に天板１１を被冠する。　
　実際には、底板１０上に、圧縮機を配置し、それぞれ１組ずつの室外熱交換器２と、送
風機支持枠９を取付ける。そして、もう１組の室外熱交換器２と、送風機支持枠９を、そ
れぞれの部材上に積み重ねる。
【００３９】
　圧縮機と２組の室外熱交換器２，２との間に必要な配管類を組み込み、ろう付け加工に
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より接続する。そのあと、底板１０上に仕切り板１３を取付け、その上にもう一つの仕切
り板１３を取付ける。送風機支持枠９のそれぞれにファンモータ６を取付け、ファンモー
タ６のそれぞれにファン７を取付ける。
【００４０】
　つぎに、上段側の機械室３１に電気部品箱を配置し、この電気部品箱に各種センサの信
号線および圧縮機やファンモータ６の電源線等の配線を接続する。下段の前面板１５を取
付け、その上に上段の前面板１５を取付ける。そして、この上下の前面板１５のそれぞれ
にファンガード２０を取付ける。
【００４１】
　つぎに、下段の側面後板１７を取付け、その上に上段の側面後板１７を取付ける。この
状態で、上段の前面板１５および上段の側面後板１７上端の接続部ｅに、天板１１を嵌め
込む。
【００４２】
　筐体４左側面と背面部の角部に、底板１０と天板１１に亘って支柱１９を取付ける。こ
こで用いられる支柱１９は、先に説明した単段型室外機１Ｍで用いた支柱１９の２倍の長
さ寸法を有している。この支柱１９を介して上下方向に２組のフィンガード１８（ここで
は、いずれも図示していない）を、前面板１５および側面後板１７を取付ける。
【００４３】
　つぎに、上段の側面前板１６を上段の前面板１５と側面後板１７の間に配置し、上段の
側面前板１６上端の接続部ｅを天板１１に嵌め込み、取付け具を介して取付ける。最後に
、下段の側面前板１６を下段の前面板１５と下段の側面後板１７との間に配置し、下段の
側面前板１６上端の接続部ｅを上段の側面前板１６下端に嵌め込み、下段の側面前板１６
の下端部を底板１０の折り返し部１０ａに取付け具を介して取付ける。　
　以上により、２段型室外機２Ｍが完成する。
【００４４】
　なお、要求される最大空調能力が、たとえば単段型室外機１Ｍの４倍～５倍となる８馬
力（８ｈｐ）～１０馬力（１０ｈｐ）の場合は、先に説明した変形型室外機と単段型室外
機１Ｍとを組合せた「混合２段型室外機」で対応するか、もしくは変形単段型室外機を２
台組合せた、「変形２段型室外機」で対応すればよい。
【００４５】
　以上のいずれの場合も、室外熱交換器２と、送風機組立て３と、筐体４を、上下方向に
積み立て可能に構成したので、小サイズの設備と、小サイズの金型により製作した部品で
、大型（２段）の室外機を構成できる。
【００４６】
　上下方向に積み重ねられる構成部品の合せ目を、全て同一高さ位置に設定したので、隙
間が発生する余地が無く、寸法調整用の異部品を不要として、手間がかからずコストの低
減化が得られる。
【００４７】
　室外熱交換器２と、送風機組立て３および、筐体４を、上下方向で全て同一の形状に設
定したから、１段分の構成部品を製作するための型投資のみで、２段のサイズの室外機で
ある２段型室外機２Ｍを製作することが可能となる。もしくは、さらに変形単段型室外機
１段分の構成部品を製作するための型投資を追加することで、混合２段型室外機もしくは
、変形２段型室外機を製作することが可能となる。
【００４８】
　つぎに、要求される最大空調能力が単段型室外機１Ｍの５～６倍となる１０馬力～１２
馬力（１０ｈｐ～１２ｈｐ）である空気調和機の室外機、すなわち３段型室外機３Ｍを説
明する。　
　図５は、３段型室外機を分割して示す斜視図。図６は、組立てられた３段型室外機の外
観斜視図である。図７（Ａ）は、３個の送風機支持枠９を組立てた状態を示す斜視図であ
り、図７（Ｂ）は、図７（Ａ）の側面図である。
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【００４９】
　３段型室外機３Ｍは、３個の熱交換器２と、３個の送風機を含む送風機組立て３と、３
個の筐体４とを、互いに上下方向に積み重ねた状態で構成される。ただし、筐体４を構成
する側面部１２は、３個必要であるが、底板１０および天板１１は１個でよい。
【００５０】
　図５に示すように、底板１０上に、先に図１（Ｂ）で説明した主要構成部品組立て体Ｓ
を上下方向に３個積み重ね、上端部に天板１１を被冠する。したがって、図６に示す、３
段型室外機３Ｍが完成する。
【００５１】
　実際には、各構成部品は以下に述べるようにして組立てられる。　
　先ず、底板１０上に、圧縮機２１および気液分離器２２を配置し、取付け具を介して固
定する。つぎに、最下段となる送風機支持枠９を底板１０上の所定部位に設けられる突部
ｃ上に載置し、ねじ等の取付け具を介して取付け固定する。
【００５２】
　さらに、１個の室外熱交換器２を用意し、底板１０上の所定部位である、底板１０の一
方の側部と背面部とに沿う突部ｃ上に載置する。この室外熱交換器２の背面側に沿う上端
一部は、最下段の送風機支持枠９に突設される熱交換器支持部９ｃに掛合する。
【００５３】
　つぎに、もう１個の送風機支持枠９を用意し、最下段の送風機支持枠９上に、中段の送
風機支持枠９として積み重ねる。詳しくは、最下段の送風機支持枠９の上端部に形成され
る前面板取付け部９ｂと熱交換器支持部９ｃとの間に設けられる上部取付け部９ｄに、中
段の送風機支持枠９の底板取付け部９ａを載せて、例えば、ねじ等の手段で固定する。
【００５４】
　この上部取付け部９ｄは、底板１０の突部ｃと同様の突出形状を有しており、中段の送
風機支持枠９の底板取付け部９ａの位置決めが確実に行える。　
　さらに、もう１個の室外熱交換器２を、底板１０上に載置済みの最下段室外熱交換器２
Ａ上に、中段室外熱交換器２Ｂとして積み重ねる。この中段室外熱交換器２Ｂの下端部は
、最下段室外熱交換器２Ａとともに最下段送風機支持枠９Ａの熱交換器支持部９ｃを挟み
込み、上端部は中段の送風機支持枠９Ｂの熱交換器支持部９ｃに掛合する。
【００５５】
　つぎに、もう１個の送風機支持枠９を中段の送風機支持枠９上に、最上段の送風機支持
枠９として積み重ねる。詳しくは、中段の送風機支持枠９の上部に形成される上部取付け
部９ｄに、最上段の送風機支持枠９の底板取付け部９ａを載せて位置決めし、例えば、ね
じ等の手段で固定する。
【００５６】
　そして、もう１個の室外熱交換器２を用意し、中段室外熱交換器２Ｂ上に、最上段室外
熱交換器２Ｃとして積み重ねる。この最上段室外熱交換器２Ｃの下端部は、中段室外熱交
換器２Ｂとともに中段送風機支持枠９Ｂの熱交換器支持部９ｃを挟み込み、上端部は最上
段送風機支持枠９Ｃの熱交換器支持部９ｃに掛合する。
【００５７】
　このように３個の熱交換器２を載置することで、それぞれの熱交換器２の側部にある集
合管５相互が互いに接触するので、これらをろう付け加工などにより一体に連通する。こ
こまでの状態を図８（Ａ）に示す。
【００５８】
　また、図８（Ａ）の縦断面図を図８（Ｂ）に示す。図８（Ｂ）に示すように、最下段の
室外熱交換２Ａの下端部、最下段の送風機支持枠９における底板取付け部９ａの下面は、
底板１０の突部ｃ上に載置されることから、同一高さとなる（図中のＬ１）。
【００５９】
　そして、最下段の室外熱交換器２Ａの上端部と、最下段の送風機支持枠９ａの熱交換器
支持部９ｃおよび上部取付け部９ｄの上端部の高さも同一となる（図中Ｌ２）。同様に、
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中段の室外熱交換器２Ｂの上端部と、中段の熱交換器支持枠９の熱交換器支持部９ｃおよ
び上部取付け部９ｄの上端部の高さも同一となる（図中Ｌ３）。
【００６０】
　さらに、最上段の室外熱交換器２Ｃの上端部と、最上段の熱交換器支持枠９の熱交換器
支持部９ｃおよび上部取付け部９ｄの上端部の高さも同一となる（図中Ｌ４）。そして、
Ｌ１とＬ２の間、Ｌ２とＬ３の間、Ｌ３とＬ４の間の寸法は全て同一となる。
【００６１】
　図９は、３段型室外機３Ｍの、さらに組立て途中の斜視図である。図８（Ａ）の状態か
ら、圧縮機２１、気液分離器２２、油分離器２３、四方弁２４、分配管および集合管５を
、配管Ｋを介してろう付け加工により接続する。
【００６２】
　このとき、配管Ｋおよび圧縮機２１等の冷凍サイクル部品は、最下段と中段の２段の機
械室３１に相当するスペース内に収める。最上段の機械室３１に相当するスペースには、
最上段熱交換器２Ｃに接続する分配管および集合管５のみを設け、配管Ｋや圧縮機２１等
の冷凍サイクル部品を備えない。　
　つぎに、底板１０の所定部位に最下段となる仕切り板１３を取付ける。この仕切り板１
３の上部に電気部品箱Ｈを取付ける。
【００６３】
　図１０は、図９に電気部品箱Ｈを取付けた状態を示す斜視図である。電気部品箱Ｈ内に
は、送風機８や圧縮機２１等を電気的に制御する駆動制御部品や、各種の信号を制御する
信号制御部品が収納される。
【００６４】
　電気部品箱Ｈは、中段となる仕切り板１３と一体的に構成され、熱交換室３０と機械室
３１とを仕切るが、一部は熱交換室３０に突出する。この突出部は、圧縮機２１や送風機
８を駆動するインバータのパワーモジュール等等の発熱し易い強電部品を冷却するための
、ヒートシンクｇである。
【００６５】
　この電気部品箱Ｈの上部に、最上段となる仕切り板１３を取付ける。つぎに、３個の送
風機支持枠９にそれぞれファンモータ６を取付け、ファンモータ６にファン７を取付ける
。これにより送風機組立て３が完成する。この状態で、各種センサー類の信号線および圧
縮機２１や送風機８の電源線を電気部品箱Ｈに接続する。
【００６６】
　つぎに、最下段となる前面板１５を取付け、その上に中段となる前面板１５を取付け、
その上に最上段となる前面板１５を取付ける。そして、これら前面板１５のそれぞれにフ
ァンガード２０を取付ける。　
　そして、最下段となる側面後板１７を取付け、その上に中段となる側面後板１７を取付
け、その上に最上段となる側面後板１７を取付ける。そして、最上段の前面板１５および
最上段の側面後板１７の上端の接続部ｅに天板１１を嵌め込む。
【００６７】
　つぎに、筐体４左側面と背面部の角部に、底板１０と天板１１に亘って支柱１９を取付
ける。ここで用いられる支柱１９は、先の単段型室外機１Ｍで用いた支柱１９の３倍の長
さ寸法を有している。この支柱１９を介して上下方向に３組のフィンガード１８を前面板
１５および側面後板１７を取付ける。
【００６８】
　さらに、最上段となる側面前板１６を最上段の前面板１５と側面後板１７の間に配置し
、側面前板１６上端の接続部ｅを天板１１に嵌め込み、取付け具を介して取付ける。この
最上段の側面前板１６の下方に、中段となる側面前板１６を配置し、中段の側面前板１６
上端の接続部ｅを最上段の側面前板１６下端に嵌め込み、取付け具を介して取付ける。
【００６９】
　最後に、中段の側面前板１６の下方に、最下段となる側面前板１６を配置し、最下段の
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側面前板１６上端の接続部ｅを中段の側面前板１６下端に嵌め込み、取付け具を介して取
付ける。そして、最下段の側面前板１６の下部を底板１０の折り返し部１０ａに取付け具
を介して取付ける。　
　以上で、先に図６で説明した３段型室外機３Ｍが完成する。
【００７０】
　以下、筐体４を構成する側面部１２の上下方向の接続構造について側面後板１７を例に
説明する。　
　図１１（Ａ）は、筐体４の右側部と背面を形成する側面後板１７を３個一体化した状態
を示す図。図１１（Ｂ）は、上下の側面後板１７の連結構造図である。側面後板１７の場
合、最下段側面後板１７Ａの上端部に形成される接続部ｅに、中段側面後板１７Ｂの下端
部を嵌め込む。
【００７１】
　このとき、図１１（Ｂ）に示すように、最下段側面後板１７Ａの接続部ｅに設けられる
孔部ｆａに、中段側面後板１７Ｂの下端部に設けられる掛合凹部ｆが対向する。そこで、
図示しない取付け具を掛合凹部ｆと孔部ｆａに挿入し固定することで、最下段側面後板１
７Ａと中段側面後板１７Ｂ相互が連結固定される。
【００７２】
　同様に、中段側面後板１７Ｂの上端部に形成される接続部ｅに、最上段の側面後板１７
Ｃの下端部を嵌め込む。このとき、中段側面後板１７Ｂの接続部ｅに設けられる孔部ｆａ
に、最上段側面後板１７Ｃの下端部に設けられる掛合凹部ｆが対向するので、取付け具で
連結固定する。このようにして、３個の側面後板１７連結される。
【００７３】
　以上、筐体４を構成する側面部１２の上下方向の接続構造について側面後板１７を例に
説明したが、前面板１５および側面前板１６も側面後板１７と同様の構造で連結される。
ただし、側面前板１６は、最上段、中段、最下段の順に連結される点が、前側板１５およ
び側面後板１７と異なる。
【００７４】
　この３段型室外機３Ｍにおいても、室外熱交換器２と、送風機組立て３と、筐体４を、
上下方向に積み立て可能に構成したので、小サイズの設備と、小サイズの金型により製作
した部品で、大型（３段）の室外機を構成できる。
【００７５】
　上下方向に積み重ねられる構成部品の合せ目を、全て同一高さ位置に設定したので、隙
間が発生する余地が無く、寸法調整用の異部品を不要として、手間がかからずコストの低
減化が得られる。
【００７６】
　室外熱交換器２と、送風機組立て３および、筐体４を、上下方向で全て同一の形状に設
定したから、１段分の構成部品を製作するための型投資のみで、３段のサイズの室外機で
ある３段型室外機３Ｍを製作することが可能となる。
【００７７】
　先に説明した３段型室外機３Ｍは、電気部品箱Ｈを２段目（中段）の室外熱交換器２と
同じ位置に備え、配管Ｋを１段目（最下段）の室外熱交換器２と２段面の室外熱交換器２
に亘って設けている。
【００７８】
　そこで、３段目（最上段）の室外熱交換器２と、送風機８を含む送風機組立て３と、筐
体４の側面部１２を除去することで、先に図３および図４で説明した２段型室外機２Ｍを
得られることとなる。
【００７９】
　さらに、新規開発機種において、配管スペースをより多く必要とする場合は、電気部品
箱を３段目に移動させることで、容易に配管スペースを確保することができる。このよう
に、モジュール化により設計の利便性が高くなっている。
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【００８０】
　図１２は、各種の室外機のラインアップ構成図である。　
　大きく３種類に分けられていて、室外熱交換器と送風機および筐体が１台ずつの、「１
ＦＡＮ筐体」と、室外熱交換器と送風機および筐体が２台ずつの、「２ＦＡＮ筐体」と、
室外熱交換器と送風機および筐体が３台ずつの、「３ＦＡＮ筐体」である。
【００８１】
　１ＦＡＮ筐体において、基準となる最大空調能力が２ｈｐの、「単段型室外機」を初期
投資展開する。この単段型室外機の筐体高さ寸法Ｈは、６００ｍｍである。　
　併せて、単段型室外機を基礎として改良した、最大空調能力が３ｈｐもしくは４ｈｐの
、「変形単段型室外機」を第２投資する。この変形単段型室外機の筐体高さ寸法Ｈは８９
０ｍｍである。
【００８２】
　２ＦＡＮ筐体において、単段型室外機を２台積み重ねた「２段型室外機」と、単段型室
外機と変形単段型室外機とを１台ずつ積み重ねた「混合２段型室外機」と、変形単段型室
外機を２台積み重ねた「変形２段型室外機」を投資展開する。
【００８３】
　２段型室外機の高さ寸法Ｈは、６００ｍｍ＊２であり、最大空調能力は５ｈｐもしくは
６ｈｐである。混合型室外機の高さ寸法Ｈは、６００ｍｍ＋８９０ｍｍであり、最大空調
能力は８ｈｐである。変形２段型室外機の高さ寸法Ｈは、８９０ｍｍ＊２であり、最大空
調能力は１０ｈｐである。
【００８４】
　３ＦＡＮ筐体においては、単段室外機を３台積み重ねた３段型室外機を投資展開する。
この３段型室外機の高さ寸法Ｈは、６００ｍｍ＊３であり、最大空調能力は１０ｈｐもし
くは１２ｈｐである。
【００８５】
　このように単段型室外機１Ｍを基本として、合計６タイプの室外機のラインアップ構成
が得られることとなり、設計自由度の拡大が図れる。　
　２ＦＡＮ筐体と、３ＦＡＮ筐体ともに、それぞれの構成部品を上下方向に積み重ねたの
で、小サイズの設備と、小サイズの金型により製作した部品で、要求される最大熱交換能
力に応じた大型の空気調和機の室外機を製作することが可能となる。
【００８６】
　上下方向の高さ寸法が異なる構成部品を積み重ねる場合であっても、個々の室外機にお
ける上下方向の合せ目を、各構成部品相互で同一高さとした。したがって、積み重ね分割
ラインが揃うこととなり、１つのセットで異なるサイズの部品を必要とすることが無くな
る。
【００８７】
　室外熱交換器、送風機組立て、および筐体は、全て上下方向で互いに同一形状に設定し
たから、１段分を製作するための型投資のみで、複数段に積み重ねた室外機を製作するこ
とが可能となる。　
　室外熱交換器２、送風機組立て３、筐体４は、上下方向に積み重ねられる他の室外熱交
換器２、送風機組立て３および筐体４と連結可能な接続部（掛合凹部ｆと孔部ｆａ）を備
えたから、確実に積み重ねることができる。
【００８８】
　以上、本実施形態を説明したが、上述の実施形態は、例として提示したものであり、実
施形態の範囲を限定することは意図していない。この新規な実施形態は、その他の様々な
形態で実施されることが可能であり、要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置換え、変
更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれるとと
もに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００８９】
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　２…室外熱交換器、８…送風機、３…送風機組立て、４…筐体、ｆ…掛合凹部（接続部
）、ｆａ…孔部（接続部）、２１…圧縮機、Ｈ…電気部品箱。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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